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〇アスリートに提供されるデータのイメージ【検査項目】
➢鉄代謝：ヘプシジン、フェリチン
➢筋疲労：ミオグロビン、コルチゾール
➢筋損傷：ミオグロビン、TNF-α、IL-10
➢炎症：IL-6、IL-10、TNF-α
➢減量（女子選手）：LH、E2、FSH
➢疲労度：テストステロン/コルチゾール（T/C比）
➢免疫能：IgA

【データの活用イメージ】
① 筋疲労（ミオグロビン）
高強度のトレーニングを受けた筋肉が解放されると、ミオグロビンが血中に流れ出し、平常時に比べて高
値となる

→ トレーニング前後にミオグロビンを測定し、アスリートは、この結果に基づき筋肉疲労の程度を確認し
て、翌日のトレーニング負荷を調整する。

② 疲労度（コルチゾール）
コルチゾールは高強度の運動負荷後に顕著に増大する。

→ 試合後に自己採血してコルチゾールを測定し、試合前より増加していたことから、試合における激しい
運動ストレスあるいは試合時の緊張や不安など心理的ストレスあることが示唆されるため、当該アスリー
トは、ストレス軽減を目的としたメンタルトレーニングを受ける。

（参考）検査項目及びデータの活用








